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オレンジ郡キリスト教会 日語部礼拝再開についてのガイドライン 

2021 年 4月 25 日(日) 

 

「万軍の主。あなたのお住まいはなんと、慕わしいことでしょう。」 詩篇８４：１ 

 

 待ちに待った教会での礼拝再開のアナウンスをさせていただきます。5月 2日 9時 30分

より再開いたします。以前お配りしましたガイドラインを改定しましたので、改めて目を

通してくださり、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 この再開のアナウンスは、教会に来なくてはいけないというものではありません。  

皆さんのおられる状況はそれぞれ違っています。それに合わせて、教会での礼拝に  

出席するか、自宅待機の中でライブ配信礼拝するのかを選択してください。この特別

な状況下での皆さんのなさる判断は、信仰が弱いとか強いといったこととは一切関係

はありません。どちらも真の礼拝であるということをお伝えしたいと思います。 

礼拝は日曜朝 9:30から同時配信をいたします。またその日の夕刻には、編集したもの

を教会のウェブサイトから見ることも出来ます。 

また「教会には行きたいけれど礼拝堂に一緒にいることは不安だ」と思われた方には、

二階の部屋で持参したスマホやタブレットで同時中継を見ていただくことも出来ます。

一つの部屋に一人、あるいは一家族というようにして入っていただくことが可能です。 

 

 体調のすぐれない方、免疫力の問題を持ちの方、また不安に思われる方は、どうぞご

自宅にてライブ配信やビデオ配信にて礼拝をしてください。 

 

 ご家族が不安に思われていましたら、どうぞ自宅にてライブ配信やビデオ配信にて 

礼拝をしてください。ご家族への配慮をすることは、とても大切な証しの機会です。 

 

 教会での礼拝に来てくださる際は、フェイスマスクを必ず着用してください。 

  ワクチン接種を終えられた方であっても、マスクをご着用のうえお越しください。 

 

 ハンドサニタイザーは教会に置いてありますので、用いてください。あるいは、持参

したものを使ってください。礼拝の後には、座席や洗面所などを消毒します。 

 

 ソーシャルディスタンスは 6 フィートと決められています。家族同士でお座りになる

以外は、6フィートの距離を保ってください。 

 

 握手、ハグなどはせず、日本風の会釈で挨拶を交わしましょう。 

 

 当面、英語部によるサンデースクールと日語部によるジュニアチャーチを休止します。 
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 礼拝後のクラスは休止します。各クラス、男性会やみぎわ会、聖書クラスなど、当面

は休止し、礼拝後はそのまま散会いたします。 

礼拝のプログラム自体も一部制限されているものがありますので、通常とは違って 

いることをご理解ください。礼拝時間は、約 40分間です。 

 

 礼拝後の茶菓／コーヒーアワーも休止します。 

 

 額で測る体温計が用意されています。場合によっては熱を測らせていただくことも 

ありますので、あらかじめご了承ください。 

 

 礼拝中は、窓やドアを開けて換気をします。日によっては寒い時もあるかも知れませ

んので、それぞれの判断で必要であれば羽織るものなどをご持参ください。 

 

 聖餐式は当面することができません。配布せず、各自でパンとぶどうジュースを食す

ことが出来るものを購入し、使用する案が出ていますので、徐々に工夫していきます。 

 

 献金は袋では回らず、設置された箱にお入れください。また自宅礼拝をお続けくださ

る方々は、今まで通りにチェックの郵送、あるいはペイパルをご利用いただけます。 

 

 アッシャーなどの奉仕もまた、当面はありません。週報は入り口に置きますので、  

各自でお取りください。献金集計奉仕のみ、安全に配慮しつつ、継続していただく  

ことになります。労される方々に感謝しつつ、特別にお祈りください。 

 

 英語通訳につきましても、機器の共有が出来ませんので、当面の通訳サービスを休止

いたします。申し訳ありませんが日語礼拝は日本語のみです。 

 

 平日のみふみ会、祈祷会、男性朝食会などにつきましても、当面は休止を継続します。 

 

 

 

2000年前、イエス様がこの地上に残されたものは“教会”です。その教会で主を礼拝す

ることが出来るということは、なんという喜びでしょう。上記のことを十分ご理解いただ

き、ご協力いただきつつ、礼拝再開へとのぞみたいと思います。 

ただし既述の通り、ライブ配信(生放送)をいたしますので、どこにあっても同じ礼拝であ

ることを強調いたします。ご自分に最も合った礼拝方法を選んでください。 

イエス様の守りと助けがそれぞれのうちにありますように、そして教会がこれからも主

の使命に立って用いられますようお祈りいたします。 

 

牧師 榊原宣行、役員一同 


